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��だより

４⽉から�任した伊�事業�理者は、�年、⻘

��内�からの重篤な�者さんの�療をしなが

ら、⼩児の��の�療�の研�にも�り�まれ

ています。三沢�では�年「みさわ�どもしあ

わせ��」が制�され、当�の⽬指す�どもた

ちの元気な声と笑�あふれるまちづくりへの発

�にもつながっていくものと�えています。
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  �どもは��でまっすぐです。「だからこそ」周囲の⼤�の�動が

彼らに�ぼす��は�り知れないものがあると思います。わたくし⾃

�も、�にほめられたことはもちろん��にあるのですが、�味も�

く怖い�をされたり、他�がしでかしたことを��されて、ほっぺに

�り⼿をもらったり、�前で�をかくようなことをいわれて傷ついた

ことの�が不思�と�く頭に�っていて、�でもあの当時の��が鮮

�によみがえることがあります。こちらの思いがけず発した�葉や何

気ない�度が、ある児には衝�だったり、ある児には�来まで�に�

い傷をのこしたり。�はこの現�は⼤�の「�桃�」といわれる、

「快・不快」を�じるところで��識に⾏なわれています。それなら

ば、「�しいこと」「うれしいこと」をたくさん�り�んであげて、

�な⾒�・体�が、�桃�に�り�む隙がないようにしてやればいい

のです。そして、苦⼿だと思うマイナスの�情をこちらが受け⽌め、

�成できたことをしっかり�めてあげることで「�で�かったこと」

が��的に「ちゃんと�来た、�しい」というプラスの�情として⼤

�の「�桃�」にインプットされれば、それはまさに�せ�になりま

す。

  こんなことを�えながら、���では彼らに�するときは、常に

「��を�って」��することを�がけています。採⾎や点�など、

どうしても�みをともなうような場�にはあらかじめ��に必�性を

お�しして、できるだけ気持ちをもりあげるように彼らの間�いで⾏

なうようにします。もちろん、��さんの協⼒あってのことですが。

ときに、���のベルが肌に�れるのがたまらなく不快になるお�さ

ん（知覚��）や、のどを��する�に使⽤する��が苦⼿なお�さ
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予�・予��更はお電�でも可�です。上�の他、⼩児��にも��しています。

 〜�間性をおしつぶすものに�して、あくまでも��していく��な�性をもった�間のことを「サムライ」と�は呼ぶ。

 �どもはまさに⼩さなサムライたちである（吉�たすく�児���研��）〜。

  ん（���）がいらっしゃいます。そんな彼らの�性を理�して彼ら

のペースでゆったりした気持ちで時間を共にします。���での主�

は彼ら彼女らですから。

  ��さんに�しても、何をおいてもお�さんを当科につれてきて頂

いたことに��しながら、ねぎらいの気持ちで�します。お�さん

は、そんなところもみているものです。⼿前みそではありますが、我

が⼩児科スタッフはそれがごく⾃�にできているものと⾃負しており

ますがいかがでしょうか。

  我々のプロフェッショナルとしての��は、あくまで「�療」であ

り、さまざまな�状から�気であるかどうかを��し、�決に�いて

いくことにあります。しかしながら、そのことだけに⽌まらず、⼩児

科�として、お�さんの�来にむけて、ひとりひとりの価�を�め、

�きを�えていくことだと�えています。⽣まれたばかりの�ちゃん

から、�み�き思�期女�/男�まで、��ともに未�な⼩さなサムラ

イが、�國を�える成�した�の「サムライ」に成�していくことを

願って。���を�れてくれるお�さんから、いつも沢�のことを�

ばせてもらっています。その代わり、といっては何ですが、我々は、

  彼らが「�の�」から、いや、

「�みそ」からワクワクしても

らえるよう、��ながら⽇々エ

ールを�りつづける�⾛者であ

りたいと思っています。

���には�ども�からの�や⼿�がたくさん�られています。
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